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D 17 三 軸 織 物 の 伸 長 特 性 の 理 論 的 解 析

奈 良 女 大 人 間 文 化　　　　 ○ 井 上 真 理　 丹 羽 雅 子

e(社）日本 家政 学 会

目 的：　三 軸 織 物 は 緯 糸 に 対 し て 角 度を もっ た ２ 本 の 経 糸 を も つ 織 物 で あ る． 織 物 は 連 続

体 材 料 と 異 な り． 糸 軸 を も つ と い う 構 造 か ら 力 学的 異 方 性 を 示 す が、 三 軸 織 物 は、 糸 軸 が

３ 方 向 に あ るこ と か ら、 通 常 の 経 糸 ・ 緯 糸を も つ 織 物 に 比 べ て その 力 学 的 異 方 性 は 等 方 性

に 近 い と 考 え ら れ る． 本 研 究 で は、 三 軸 織 物 の 理 論 的 な 構 造 解 析 を 行 い.      2 本 の 糸 が 直 交

す る 織 物 と 比 較し た 三 軸 微 物 の 伸 長 特 性 にお け る 力 学 的 異 方 性 の 特 檄 を 論 理 的 に 解 析 す る．

方 法：　三 軸 織 物 の 伸 長 特 性 を 解 析 す る た め の 基 礎と し て． 川 端・ 丹 羽 ら い に よる 二 軸 織

物 の 理 論 を、 そ の 単 位 構 造 を 三 軸 の 織 構 造 に 置 き 換 え る こ と に よ っ て 三 軸 織 物 に 応 用 し、

糸 の 力 学 特 性と 織 物 構 造 か ら 構 造 主 軸 方 向 へ の 二 軸 伸 長 特 性 を 理 論 的 に 誘 導 す ると と も に．

対 称 性 の 議 論 か ら 構 造 主 軸 方 向 以 外 の 二 軸 伸 長 特 性 に つ い て 予 測す る．

結 果：　理 論計 算 値 と 実 測 値と の 関 に は よ い 一 致 が 得 ら れ． こ の 理 論 の 精 度 が 確 か め ら れ

た． 三 軸 織 物 の 二 軸 伸 長 特 性 は． 二 軸 織 物 と 同 様． 糸 の 圧 縮 特 性 の 寄 与 が 大 き い が、 糸 の

曲げ 特 性 は 無 視 で き る 量 であ り． ま た 交 差糸 の 交 差 角 変 化 に 伴 う ト ル ク に よ り 生 じ る 力 は、

全 体 の 布 に か か る 力 に 対 し て 歪 量　0.5% の 時． 約1  0 % で あ る が、 さ ら に 歪 量 が 増 す と． 無

視 で き る 量 であ る こ と な ど がわ かっ た． 三(A  槻 物 の 雛位 構 造 は、1 °) 転 し た 場 合,     60° 毎 に

同じ 向 き の 単位 構 造 が 再 現 さ れ る． す な わ ち、 構 造 主 軸 方 向 の 二 軸 伸 長 特 性 が 得 ら れ れ ば、

30 ° 毎 の 方 向 へ の 二 軸 伸 長 特 性 が 得 ら れ たこ と に な り． 通 常 の 織 物 に 比 べ て 等 方 性 に 近 い

性 質 を 有 し てい る こ と が 理 論的 に 確 認 さ れ た．
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ト 織 物 の 揺 動 振 動 挙 動

松 平 光 男

目 的:　　 衣 服 の 外 観 の 美 し さ は、 身 体 の 勤 き に 伴 っ て 揺 動 す る 現 象、 即 ち 動的 ド レ ープ 挙

動 に 支 配 さ れ る点 が 多 い。 筆 者 は 既 に、 織 布 の せ ん断 変 形 に 基 づ く 揺 動 振 動 特 性 に つ い て。

そ の 基 礎 理 論 及 び 基 本 的 現 象 に つ い て 報 告し て い る が、 そ こ で は 布 に 付 加 す る 荷 重 が 一 定

の 条 件 で し か 検It  さ れ て い な い。 本 報 告 で は、 動 的 ド レ ープ が 最も 美 し い とさ れて い る 絹

フ ィ ラ メ ン ト 織 物 に つ い て、 せ ん断 変 形 に基 づ く 揺 動 振 動 特 性 の荷 重 依 存 性 をmm に 測定

し、 せ ん 断 特 性 と の 関 連 を 検 討 す る。

方 法:　　 布 の 揺 動 振 動 特 性 は、KES-LABO-MO0EL-F3 せ ん 断 テ ス タ-  を 改 良 し た 試 験 機( 振

動 テ ス タ ー ） を 用 い、 布 の 下 端IZ  線 状 の 剛 体 重 錘 を 付 加 し、 下 端 の 移 動 量 を 検 出 す る た め

差 動ト ラ ン ス の コ ア を 取 り 付 け た。 重 錘 の 質 量 は 我 々が 通 常 布 に 接 す る 時 に 布 に か か る張

力 程 度 と し、0.1-3  .5ks ／iiの 範 囲 内 で 検 討 し た。 布 の せ ん断 特 性 はKES-FBl で 測 定 し、 せん

断 時 の 布 の張 力 は 上 記 の 振 動 実 験 と 同 一 条 件 で 行 な っ た。

結 果：　　 布 の せ ん 断 変 形 に 基 づ く 揺n  振 動 特 性 は 振 動 持 続 時 間 が 荷 重 に よ っ て 異な り、 ま

た 振 幅 の 減 衰 挙 動 が 時 間 に 対 し て 必 ずし も 直 線 的 で は な い。 し か し、 せ ん 断 角 が0.035rad

以 内 で は 全 て の 減 衰 挙 動 が 直 線 的 で あ っ たた め、 今 回 は 直 線的 な 減 衰 領 域G. つ い て の み考

え る。 振 幅 角 の 時 間 に 対 す る 変 化 率 を 減 衰 率 と 定 義 し、 検 討 し た 全 て の 試 料 に つ い て、 せ

ん断 角0.01  -0.02rad に お け る 減 衰 率 を 求 め た と こ ろ、 振 動i>i 最 も 長 時 間 持 続 す る最 適 荷 重

域 の 存 在 が 明 か と な っ た。 シ ル ク と ポ リ エ ス テ ル と の 比 較 で は、 全 て の 布 群 に お い て シ ル

クの 方 が 滅 衰 率の 値 が 小 さ く、 シ ル ク の 方 が 振 動 が 長 時 間 持 続 す る こ と が示 さ れた。


